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1.事業の成果

教育支援事業・海外活動
。新型コロナウィルスが感染拡大したため、学校や施設が長期閉鎖される中で、開校に向けて感染予防対策を施した安全な教育環境

の整備、親の失業などに起因する貧困によって悪化した子どもたちの栄養状態の改善、休校による学習の遅れを取り戻すサポートや

心のケアなど、多岐にわたるコロナ対策を講じた上で、バングラデシュとインドの6地域で、1417人の子どもたちや地域の人々に対する

教育支援を継続した。

普及啓発事業・国内活動

・プロボノ支援を利用しESAのビジョンを整理し、中期事業計画の策定を進めた。
。国内ではコロナのため、事務局はリモートワークを取り入れながら事業を遂行した。対面でのイベント等は令和2年に引き続き自粛と

なったが、オンラインでの支援者やユースメンバーと現地との交流会やクッキング教室、企業とのオンラインイベントなどを遂行した。

。新たな支援の形態として、スパイスつきの教育支援サブスク「カレスク」を9月 にスタートし、ラジオなどのメディアも積極的に活用し支援

者を広めることに注力した。

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に関わる事業 (事業費の総費用【24,986】千円)

事 業 報 告 書

事業名 事業内容
実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者の範囲
及び人数

支出額

(千円)

アジアの貧しい

子どもたちが

基礎教育や

職業訓練を受ける

教育支援事業

基礎教育、指導者育成を実施 通年

インド

(3地域)

バングラデシュ

(3地域)

9人
左記地域の子ども

1,417人

16,649

授業の質の向上を目指した教師ト
レーニングを実施

12月
バングラデシュ

(シレット)

12名
左記の地域の子ども

288人

通年
バングラデシュ

(チッタゴン)

10名
左記の地域の子ども

279人

生活向上を目的とした女性のため
のスキルトレーニングを実施

通年 インド(ダージリン) 4名
左記の地域の保護者

40人

1-3月 。10-12月
バングラデシュ

(チッタゴン)
5名

左記の地域の女性と

保護者 22人

支援先の社会課題や学校運営状
況の把握、カウンターパートとの連

携強化の実施(オンライン)

通年

インド
(3地域)

バングラデシュ

(3地域)

8名
左記地域の子ども

1,417人
8名

外部組織による現地調査 延期
バングラデシュ

(チッタゴン)

給食プロジェクト「Happy Plate」 を

実施。通常の給食に動物性たん

ぱく質を加えることで、子どもたち
の栄養不良を改善。

1月 ～6月
バングラデシュ

(シレット)

10名
左記の地域の子ども

233人

通年
バングラデシュ

(チッタゴン)
10名

左記の地域の子ども
279人

教育施設や備品、
職業訓練の施設や

用具などの

整備事業

2カ 所の児童養護施設オンライン

授業対応のパソコン設置
3月 インド(トリッチー) 5名

左記の施設の子ども
132人

1,525

小学校の安全対策のための外構
工事

12月
バングラデシュ

(シレット)

5名
左記の地域の子ども

108人

児童養護施設 自習室用机と椅子
の設置

5月
バングラデシュ

(ダッカ)

3名
左記の施設の子ども

150人

小学校のトイレ更衣室工事追加支

援
11月

バングラデシュ

(チッタゴン)

3名
左記の地域の子ども

279人

教育の質的向上、子どもたちの習
熟度アップを目的に、手作り教材
(算数、英語)や翻訳絵本の提供と

現地購入による本や教材の提供

通年

インド
(3地域)

バングラデシュ

(3地域)

9名
左記の地域の子ども

1471人



事業名 事業内容
実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者の範囲
及び人数

支出額

(千円)

アジアの歴史、
文化や現状への

理解と関心を高
め、アジアの人々と

友好親善を
はかる事業

国際理解教育推進のための講師
派遣

通年
学校、企業での対
面、オンライン7回

5名
参加者
950人

3,175

ボランティアの受け入れ 通年 ESA事務所 3名 ボランティア 20人

ESAユースチームの活動 通年 オンライン 5名 ユースメンバー30名

各地イベント、バザー参加 通年
対面都内。オンライ

ン計5回
10名

イベント参加者
260人

SDGs推進のための活動の一環と
して現地に良書を送る「ゾウさん文
庫」プロジェクトや教材つくりの

ワークショップの実施

通年
企業・団体。学校。オ
ンラインなど5回

4名 参加者406人

会報JOY発行 4,11月 全国 3名
支援者・寄付者

1000人

HP、 SNS、 プログによる情報発信 通年 ESA事務所、全国 4名 閲覧者 1000人

感謝状や手紙の発行 通年 全国 3名
支援者・寄付者 500

人

交流会やイベントの実施 通年 オンライン4回 4名
支援者・寄付者 500

人

遺贈寄附受け入れ態勢整備と広

報
通年 全国 6名

支援者・寄付者 500

人

新しい寄附形態の検討と開始 8月 から12月 全国 6名 新規登録者200名

その他この法人の

目的を達成する
ために必要と

認められる事業

新型コロナ感染拡大による
食糧支援と衛生用品の提供

通年

インド
(3地域)

バングラデシュ

(3地域)

6名
左記の地域の子ども

約1471人

3,637

新型コロナ感染拡大による
シングラ村への食料の緊急支援

6月 インド(ダージリン) 5名
左記の村の

280世帯の人々

コロナ救援センターヘの支援 6月 インド(ダージリン) 5名
左記の地域の子ども

と家族 600人

児童養護施設オンライン授業対応
のパソコン設置

10月
バングラデシュ

(ダッカ)

5名
左記の施設の子ども

150人

計 24,986

(2)その他の事業
(事業費の 千円)

支出額実施場所
従事者の

人数
受益対象者の

範囲及び人数事業内容 実施 日時事業名

購入者
1800人

5,303通年 全 国 20人物品販売事業

オリジナルカレースパイスミックス

他ESAオリジナル商品などの販
売



書式第 14号 (法第 28条関係)

令和3年度 活動計算書 (その他事業が塾登場合)

事 業 報 告 用

単位 :円
に係る事業 その他]特定非営利

'金  額 小計・合計 金  額 小計・合計
合計科 目

750000
750.000

75■ 00g

2008■ 759 20,687,759
9,613,074
402,580

10.672. 105

7,691,981

481,413

167,500

643913

7.043.068

■043,008

ESAサポーター支援金
スポンサー支援金

575_ 196
445

575041 575,641

■043. 2■ 705.381

3,628,387

298,716

3,927,103
1,568,279

99571
8.800

1:676,650 5,603,753

3,5251307 24,685,304211053937

■80■ 01724986.

1,136,2741,13● 274

8841021 884, 162

102,730

18,615
76,571

18,229

教育施設設備費
緊急災害支援費
海外渡航費

給料手当
法定福利費

印刷費
通信費
会議費
諸会費
水道光熱費
地代家賃
備品消耗品
事務費
支払手数料
保険料
修繕費
新聞図書費
租税公課
雑費

広報活動費
印刷費
通信費
水道光熱費
地代家賃
備品消耗品
事務費
支払手数料
旅費交通費

2_020_`2.02■
`

27.lli16.47 5,303,01
1_710_051 -2_604_11-4.344.1量

“

A B

過年

i期 経 常 :

理 区 分
1.7翻.

-2_50■ 11日)+〔D 〔
`)

―■ 3●■1正 臓

|― (

10 0R9慶 財



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和3年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

1定非営利活動法人 ESAア

単位 :円
小 計・ 合 計金  額

49,1221122

431, 149

2

現金預金
未収入金
棚卸資産
前払費用

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア

借地権

敷金
長期貸付金

49,122,121

49,1221122【A】 資 産 合 計 ①+②

】 負 債 の
~~蔀

饉債

32, 170

32!170

預 り金

32117|百百否下
~・

・・③

F~~~~

長期借入金
退職給付引当金

菫薔否

『

~=高
マ戸

32,17+

52,105,704
-3,015,812

49.080.952

4911221122【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

:91 に|



令和3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定差営型置動塗△ESAzジ ア教育立量の会 ____
重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)に
よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法によっています。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

2.事業費・管理費の内訳

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は49,089,952円 ですが、そのうち1,661,075円 は下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は47,428,877円 です。

その他事業

管理部門計 合計
物品販売

事業部門計科 日 教育環境 その他の

□m目調 支援事業

特定非営利活動に係る事業

教育支援事業 普及

(1)人件費
給料手当
法定福利費
福利厚生費
保険料
人件費計

(2)その他経費
教育費
教育施設設備費
緊急災害支援費
海外渡航費
広報活動費
印刷費
通信費
会議費
水道光熱費
諸会費
地代家賃
備品消耗品費
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０
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０
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８
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２
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1,525,315
3,636,4

1

事務費
支払手数料

5,196,666
149,3

895,

41,218
169,550

0

38,714

0

旅費交通費
物品販売事業費
保険料
租税公課
雑費
雑損失
その他経費計

算定 方 法内 容

な し

備考内容

企業からの寄付金

ダッカの上級生支援のため次年度繰り越し

コロナ禍支援から支出したため次年度に繰り越し

給食支援のために次年度繰り越し

企業からの寄付金ダッカの養護施設の机といす

ダージリンの教育支援

チッタゴンの教育支援

上級生支援のため

給食プロジェクトのため

トリッチー姜護施設パソコン購入

ダージリンのコロナ緊急支援

ダッカの養護施設パソコン購入

コロナ禍支援

181,

当

181,

300

0

0

306,16928,441

512,307

283,405

590,400

52,015

0

283,405

590,400

3,683,138 4,953,507 1,661,075合  計



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和3年度 財産

事 業 報 告 用

国

1イヤ :F呵

現金預金
現金
振替口座
通常預金 ゆうちょ銀行普通預金

47,687,799

普通預金 みずほ銀行
普通預金 三井住友銀行
定額貯金 ゆうちょ銀行

__立里l童:国 l≧」!=重 !ユ1塁笠__________
未収金

その他事業未収入金
前払費用

107,950

431

パソコン

ソフトウェア
オペレーションシステム
文書編集ソフト

【A】 資 産 合 計 ①+② 49,122,1

未払金 0

32, 170

長期借入金

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 32,1

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 49,089,



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和3年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人.ESAア ジア数宙吉援の会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにC)

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入)

氏    名

C萎)。 監事
ニカイ クニコ

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 3月 24日

年   月   日

年  月  日三階 久仁子

煙垂)。 監事
ムンシ・カリル

ラ・アザド

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 3月 24日

年 月

月

日

日年

3 〇 ・監事

ウチダ トモコ
令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年

年

月

月

日

日内田 智子

4 C垂)。 監事
オガワ タカシ

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年

年

月

月

日

日小川 隆

5 〇 ・監事

アオキ メグミ
令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年 月

月

日

日年青木 めぐみ

C藍)|。 監事
コヌマ ミユキ

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年  月  日

年 月小沼 美由紀

C獲)|・ 監事
ヤマザキ タカシ

令和3年 3月 25日 ～

令和3年 12月 31日

年 月

月

日

日年山崎 駿

8 延垂)|・ 監事
キクチ カズオ

令和3年 3月 25日 ～

令和3年 12月 31日

年 月

月

日

日年菊地 和夫

9 理事。(墓)
タケウチ ノリエ

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年 月

月

日

日年竹内 律江

10 理事。(要)
ニシムラ ケン

令和3年 1月 1日 ～

令和3年 12月 31日

年  月  日

年   月   日西村 健



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿  (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人_工望匡塑塑堕髪墨量艶墜霊______

氏   名

浅田 美知子

つ
“ 小川 隆

3 豊岡 眺

4 福井 孝子

5 三階 久仁子

＾
０ 山崎 駿

７
〓 小沼 美由紀

彙

〕 菊地 和夫

9 内田 智子

10 太田 直人

11 辻 丹美

12


